
学校運営協議会 会議実施報告書 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 
 

１ 会 議 名  飛驒吉城特別支援学校 学校運営協議会 （第１回） 

        

２ 開催日時  令和６年６月１２日（水） １０：００～１２：００ 

 

３ 開催場所  飛驒吉城特別支援学校 図書室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

        

４ 参 加 者  会  長   蓑輪 一幸  卒業生保護者代表 

副 会 長      尾﨑 佐和子 ＰＴＡ会長 

                委  員     水畑 和久    地域代表（殿町２１区区長） 

中村 泰己    地域代表（商店主・青龍会会長）（欠席） 

中切 智子  地域生活安心支援センター担当課長（欠席） 

奈木 桂子    福祉事業所理事長 

               柚原  誠  神東会理事長 

上口  淳  古川小学校校長（欠席） 

                

        学 校 側     太田 浩司    校長 

                           奥田 和代    教頭 

                             老田 晃聖    事務長 

               道下 亜紀子 小・中学部部主事 

               西垣 光洋  高等部部主事 

               中田 健太  教務主任 

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）学校概要と方針説明 

     全委員より今年度の学校運営の基本方針と働き方改革について承認が得られた。 

 （２）授業参観 

（３）意見交換会について 

     テーマ：地域の多様な学びの場を柔軟に活用できる「新たな学びのスタイル」作りに取

り組む 

     ①「地域、関係諸機関と連携して交流活動等の在り方」 

     ②「学校周辺の方法（発信について）」 

    グループ１ 

     意見１：あいさつや人とのコミュニケーションにおいては、相手にきちんと伝わる伝え

方を大切にしたいと考え、我が子には言葉遣いに気をつけるように言っている。

あいさつも事務的にならないように、自分の意思であいさつができるようにな

るとよい。 

意見２：今は知らない人と関わらないようにという教えが主流なのか。コミュニケーシ

ョンを図るにはあいさつができることも大切だが、防犯上の観点では難しい部

分もある。 



意見３：学校間や地域等、いろいろな交流があるため、古川小学校との学校間交流につ  

いては、児童が親しみやすいネーミングにしてはどうか。 

意見４：作業製品の販売会のＰＲとして、販売会に合わせて何かを企画するというのは

どうか。 

意見５：当校のことを全く知らないという人に対しては、何か興味をもってもらえるよ  

うなことがあるとよい。情報社会であるため、当校のことがインターネット上

で検索にかかるよう、ホームページの内容の工夫があるとよいのではないか。

また、他校の取組を参考にするのもよいのではないか。 

グループ２ 

意見１：親の立場から子供の将来について不安が大きい。卒業生や専門知識の高い方（人）

の講話を聞く機会があるといい。また、行政や事業所など相談できる機関があ

るといい。 

意見２：在学中から先を考えた指導支援が大切である。事業所との連携交流を進め、情  

報共有をしていく。行政の施策や事業所等の情報が不足している。行政・事業

所・学校（生徒）との結びつき（連携）を深めていきたい。 

意見３：コロナで保護者間のつながりが希薄になっているので、保護者間の交流（情報

交換）が深まるといい。 

意見４：当校ではベルマーク活動を行っている。事業所でもベルマーク活動を行ってい

るが、目的を再確認して意義のある活動になるよう取り組んでいる。更に意識

の向上に努める必要があると思う。 

意見５：ホームページ閲覧数が増えており、学校の認知度は上がっていると思う。 

意見６：どんな活動でもきっかけが大切だと思う。 

意見７：今回みせてもらった学校紹介のプレゼンをホームページにアップしてはどうか。 

意見８：今後は日常の児童生徒の様子を多くアップしていくとよい。 

    全体 

意見１：相手の目を見て、姿勢を整えてあいさつができるよう、在学中から徹底できる

とよい。 

意見２：自分の進路を考える時期の高校生に、もっと障がいや福祉のことを知ってほし  

いと思う。高等学校への働きかけも重要になるのではないか。 

意見３：世の中の理解が深まり、教師や事業所職員が若者がなりたい職業になるとよい。 

（４）高等部作業製品の価格について 

    適正な価格であると承認された。 

（５）その他 

   ・学校評価アンケートを依頼。 

   ・第２回学校運営委員会は１１月２１日を予定。 

 

６ 会議のまとめ 

  ・第１回学校運営委員会において、全委員より今年度の学校運営の基本方針と働き方改革につ

いて承認が得られた。 

  ・高等部作業製品価格について、全委員より適正価格であると承認を得られた。 

  ・グループで話し合った内容については、今後、学校で実践できることを検討し、行っていく。 

また、実践した結果を第２回、第３回の学校運営協議会で報告し検討を継続する。 


